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上部はコンクリ ートと クラッシャ
ランであるが，礫混じり 粘土が主
体である。
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中砂が主体である。砂 黄灰

粒子の固結化が進んでいるが，お
がく ず状を呈し軟質である。
揉みほぐすと土砂状になる。
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礫間は凝灰質で軟質である。
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る。
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・本資料は、工事等により現況と整合しない場合があり、現在の位置関係や地質状況などを特定するものではありません。
・本資料は、参考データとして利用し、現在の地質状況は、再度ボーリングを行う等して確認をお願いします。




